
告

示

名

称
公
明
党
本
部
周
辺
地
域

地

域
東
京
都

新
宿
区
南
元
町

信
濃
町

霞
岳
町
（
環
状
三
号
線
（
外
苑
東

通
り
）
の
部
分
及
び
同
線
の
東
側

部
分
に
限
る
。）

東
京
都

港
区

元
赤
坂
二
丁
目
（
二
番
に
限
る
。）

北
青
山
一
丁
目
（
六
番
及
び
七
番

に
接
す
る
環
状
三
号
線
（
外
苑
東

通
り
）
の
部
分
に
限
る
。）

側
端
の
一
方
の
み
が
右
の
区
域
に
含
ま
れ

る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い

道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少
な
く
と
も
一

方
が
右
の
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並

び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交

差
点

期

間
平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
一
月
十
六
日
ま
で

平成™�年˜月˜œ日 水曜日 第�™—Ÿ号官 報

別
表
第
二
の
八
の
項
を
削
り
、
同
表
九
の
項
中
「第

９
条
第
１
項
第
５
号

」
を
「第

９
条
第
１
項
第
４
号

」
に
改

め
、
同
項
を
同
表
八
の
項
と
し
、
同
表
十
の
項
中
「第

９
条
第
１
項
第
６
号

」
を
「第

９
条
第
１
項
第
５
号

」
に
改

め
、
同
項
を
同
表
九
の
項
と
し
、
同
表
中
十
一
の
項
か
ら

十
五
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
二
の
注
１
中「

、「
第
９
条
第
１
項
第
４
号
」」

を

削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
番
号
規
則
第
二
十
条

の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
通
信
番
号
規
則
第
九

条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号
に
つ
い

て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
通
信
番
号
規

則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号

と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
通
信
番
号
規
則
第

二
十
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
新
規

の
契
約
の
締
結
を
停
止
し
、
又
は
停
止
す
る
旨
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
電
気
通
信
役
務
に
つ
い
て
、
利
用
者

が
そ
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
電
気
通
信
事
業
者
を
変

更
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
気
通
信
事
業
報
告
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
郵

政
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。様

式
第
二
十
八
第
二
表
の
注
１
中
「第

６
号
ま
で

」

を
「第

５
号
ま
で

」
に
改
め
、
同
表
の
注
２
中「（電

気
通
信
番
号
規
則
第
９
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
電

気
通
信
番
号
）、「

0
7
0」（
電
気
通
信
番
号
規
則
第
９
条
第

１
項
第
４
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
番
号

）」を
削
る
。

様
式
第
二
十
九
の
表
の
六
の
項
を
削
り
、
同
表
の
七

の
項
中
「第

９
条
第
１
項
第
５
号

」
を
「第

９
条
第
１

項
第
４
号

」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
六
の
項
と
し
、

同
表
の
八
の
項
中
「第
９
条
第
１
項
第
６
号

」
を
「第

９
条
第
１
項
第
５
号

」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
七
の

項
と
し
、
同
表
中
九
の
項
を
八
の
項
と
し
、
十
の
項
を

九
の
項
と
し
、
十
一
の
項
を
十
の
項
と
す
る
。

（
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
係
る
交
付
金
及
び

負
担
金
算
定
等
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
提
供
に
係
る
交
付
金

及
び
負
担
金
算
定
等
規
則
（
平
成
十
四
年
総
務
省
令
第

六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
一
の
六
の
項
を
削
り
、
同
表
の
七
の
項
中

「第
９
条
第
１
項
第
５
号

」
を
「第

９
条
第
１
項
第
４

号

」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
六
の
項
と
し
、
同
表
の

八
の
項
中
「第

９
条
第
１
項
第
６
号

」
を
「第

９
条
第

１
項
第
５
号

」
に
改
め
、同
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、

同
表
中
九
の
項
を
八
の
項
と
し
、
十
の
項
を
九
の
項
と

し
、
十
一
の
項
を
十
の
項
と
し
、
同
表
の
注
２
中
「1

1

の
項

」
を
「1

0の
項

」
に
改
め
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
一
号

平
成
二
十
七
年
歌
会
始
の
お
題
は
、
次
の
よ
う
に
定
め

ら
れ
た
。

本

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日

宮
内
庁
長
官

風
岡

典
之

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
非
血
縁
者
間
で
の
造

血
幹
細
胞
移
植
の
件
数
を
移
植
細
胞
ソ
ー
ス
別
に
み

る
と
、
骨
髄
移
植
が
千
三
百
二
十
三
件
、
末
梢し

よ
う

血

幹
細
胞
移
植
が
十
五
件
（
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
（
以
下
「
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
」
と
い
う
。）調

べ
）、
臍
帯
血
移
植
が
千
百
九
十
九
件
（
日
本
さ
い

帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
べ
）と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
係
る
医
療
機
関
の
状

況
を
み
る
と
、
骨
髄
に
つ
い
て
は
、
非
血
縁
者
間
骨

髄
採
取
認
定
施
設
が
百
七
十
二
施
設
、
非
血
縁
者
間

〇
法
務
省
告
示
第
九
号

島
根
県
益
田
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

島
根
県
美
濃
郡
中
西
村
大
字
白
上
イ
二
百
八
十
八
番
地

二

坂
本

忠
夫

〇
法
務
省
告
示
第
十
号

埼
玉
県
鴻
巣
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

埼
玉
県
北
足
立
郡
箕
田
村
大
字
箕
田
二
千
四
十
二
番
地

渡
Ç

政
子

〇
法
務
省
告
示
第
十
一
号

土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
並
び
に
土

地
家
屋
調
査
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
法
務
省
令

第
五
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
家
屋
調

査
士
法
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修
と
し
て
次
の
研
修

を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

一

実
施
法
人

日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会

二

名

称

第
九
回
土
地
家
屋
調
査
士
特
別
研
修

三

期

間

平
成
二
十
六
年
二
月
七
日
か
ら
同
年
四

月
五
日
ま
で

四

内

容

基
礎
研
修
、
グ
ル
ー
プ
研
修
、
集
合
研

修
、総
合
講
義
及
び
考
査
を
実
施
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
十
二
号

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）

第
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
並
び
に
司
法
書
士
法

施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
法
務
省
令
第
五
十
五
号
）
第

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
司
法
書
士
法
第
三
条
第
二
項
第

一
号
の
研
修
と
し
て
次
の
研
修
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

一

実
施
法
人

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

二

名

称

第
十
三
回
司
法
書
士
特
別
研
修

三

期

間

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同

年
三
月
二
日
ま
で

四

内

容

基
本
講
義
、グ
ル
ー
プ
研
修
、ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
実
務
研
修
、
模
擬
裁
判
及
び
総
合

講
義
を
実
施
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
号

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十
号
）
第
九
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞

の
適
切
な
提
供
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を

次
の
よ
う
に
策
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推

進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

第
一

移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

一

現
状

造
血
幹
細
胞
と
は
、
骨
髄
、
臍さ
い

帯
血
等
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
血
液
の
も
と
と
な
る
細
胞
で
あ
り
、
造

血
幹
細
胞
移
植
は
、
血
液
の
が
ん
と
言
わ
れ
る
白
血

病
等
に
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
通

常
の
抗
が
ん
剤
投
与
よ
り
も
強
力
な
治
療
が
可
能
に

な
る
ほ
か
、
造
血
機
能
の
回
復
、
免
疫
系
異
常
や
代

謝
異
常
の
改
善
等
の
治
療
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

代
表
的
な
血
液
が
ん
で
あ
る
白
血
病
及
び
悪
性
リ

ン
パ
腫
の
患
者
数
を
み
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
約
七
千
人
、

約
一
万
三
千
人
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
患
者

調
査
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
に
対
し
て

は
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
等
が
行
わ
れ
、
一
部

の
患
者
に
つ
い
て
は
造
血
幹
細
胞
移
植
が
行
わ
れ

る
。こ

う
し
た
中
、
高
齢
化
に
伴
う
骨
髄
異
形
成
症
候

群
等
の
患
者
の
増
加
や
、
骨
髄
非
破
壊
的
前
処
置
の

進
歩
に
よ
る
移
植
年
齢
の
上
限
の
引
上
げ
等
を
受
け

て
、
高
齢
者
を
中
心
に
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
件

数
は
増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
、
分
子
標
的
治
療
薬

等
の
新
薬
開
発
等
に
よ
り
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実

施
件
数
が
減
少
し
て
い
る
疾
患
も
存
在
し
て
い
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
八
号

北
海
道
虻
田
郡
洞

湖
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

北
海
道
虻
田
郡
虻
田
町
字
本
町
十
六
番
地

阿
部

美
一

〇
総
務
省
告
示
第
四
号

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域

の
静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

九
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
議
長

の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

地
域
を
政
党
事
務
所
周
辺
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日

総
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

田
村

憲
久

™


		2014-01-14T14:48:04+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




